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慢性複雑性尿路感染症 に対す る7432-Sの 臨床 的検討
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久留米大学医学部泌尿器科学教室由

(主伍:江 藤耕作教授)

経口用セフェム系抗生物 質である7432-Sを 慢性複雑性 尿路 感染症の21例 に使用 し,そ の有効

性と安全性について検討 し,以 下の結果を得た。

1) UTI薬 効評価基準 による総 合臨床効 果は,著 効1例,有 効8例,無 効12例 で,総 合有 効率

は42.9%で あ った。主治医判定 は,著効1例,有 効11例,無 効9例 で,総 合有効率 は57,1%で あっ

た。

2) 細菌学的効果は,36株 中29株(80.6%)が 除菌 された。

3) 副作用 は自他覚的 には異常 は認めず,臨 床検査値上,3例 にGOTま たはGPTの 軽度上昇

を認めた。
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7432-Sは 塩野義製薬研究所で合成された経口用セフェ

ム系抗生物質 であ り,Eseherichia coli, Klebsiella

,sp., Proteus sp., Haemophilus influen2aeな どの グ

ラム陰性菌,お よび一部のグラム陽性菌に対 し強 い抗菌

スペクトルを有 し,殺 菌的に作用す る。また,体 内動態

は,高い血中および尿中濃度 を示す:)。 この ような特徴

を有ずる本剤は,尿 路感染症 に対 して有用な薬剤 とな り

得ることが予想 される。今回,我 々は本剤の慢性複雑性

尿路感染症に対する有用性 について検討 したので報告す

る。

I. 対象 および方法

当科および関連施設にお ける入院および外来患者の う

ち,慢性複雑性尿路感染症 を有す る21例 を対象 とした。

年令は22歳 か ら78歳 で,男 性18例,女 性3例 であ っ

た。感染症の内訳 は慢性複雑性腎盂腎炎6例,慢 性複雑

性膀胱炎15例 であった。投与方法 は本剤を1日300mg

を3回 に分けて,経 四にて食後に5日 間連続投与 した。

臨床効果の判定 はUTI研 究会 のUTI薬 効評価基 準

(第3版)2,,お よび主治医判定によって おこな った。

II. 臨 床 成 績

検討21例 の詳細 をTable1に 示 す。UTI薬 効評価

基準による判定では,総 合有 効率 はTable2に 示す ご

とく著効1例(4.8%),有 効8例(38.1%),無 効12例

(57.1%)で あ っ た。 膿 尿 に対 す る 効 果 で は6例(28.6

%)が 正 常 化,3例 、(14、3%)が 改 善,12例(57.1%)

が 不 変 で あ った。 また,細 菌 尿 に 対 す る効 果 で は8例

(38.1%)が 菌 消 失 、6例(28.6%)が 菌 交 代,7例

(33.3%)が 不 変 で あ った。 疾 患 病 態 群別 で はTable3

の ご と く,第6群,第4群,第3群 が 主 た る対 象 群 で あ

り,そ の 有 効 率 は 第2群0%,第3群100%,第4群

66.7%,第5群0%,第6群20%で あ った。

細 菌学 的効果 はTable4の ごと くで あ る。投 与前 分離 菌

はSerratia marcescens, Pseudomonas aeruginesa,

Enterococcus faecalis等36株 が分離 され, E.faeealis,

Staphylococcus epidermidisを 除 き,良 好 な除 菌 率 で.

全体 の 除 菌 率 は80.6%で あ った 。投与 後 出現 菌 はTable

5の ご と くEnterobacter cloacae 2株,E.faecalis 3

株 等13株 が 分 離 され,グ ラ ム陽 性 菌 が7株(53.8%)

を 占 め た 。MICと 細 菌 学 的 効 果 との 関 係 は,Table6

の ご と くで,S.marcescensは1.56μg/mlに4株 あ

り,全 株 除 菌 され て い る。100μg/ml以 上 は19株 あ り,

PseualOmonas sp,,お よ びE.faeealis等 の グ ラ ム 陽

性 菌が 主 た る 菌 種 で,そ の;2株(63.2%)が 除 菌 され

た。

主 治 医 判定 で は,著 効1例(4.8%),有 効11例(52.4

%),無 効9例(42.9%)で,総 合 有 効 率 は57.1%で あ

り,UTI薬 効 評 価 基 準 に よ る判 定 よ りや や 良 い 結 果 で

あ った 。

*〒830 久留米市旭町67
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Table 2. Overall clinical efficacy of 7432-S in complicated UTI

Table 3. Overall clinical efficacy of 7432-S classified by the type of infection

一方 副作用は
,全 例 において投与期 間中,投 与終了

後で検討を行ない,自 他覚的 には本剤 によるもの とは認

めなかった。臨床検査値 にお いては,投 与前後において

症例4でGOTが37 .7KUか ら72.9KUへ,GPTが

34.2KUか ら68.8KUへ と上昇 し,投 与終了2日 後の

再検にて下降傾向にあり,本 剤 と関係 あるか もしれない

と考えられた。但 し,本 剤使用前 よ りGPTが わずかに

正常値をこえてお り,、尿路 外合併症で ある食道裂孔 ヘル

ニアに対 してザ ンタックRが 使用 されていて,こ の薬剤

との関連 も否定出来ない。症例6も 同様にGOTが52.1

KUか ら108.3KUへ,GPTが38.7KUか ら91.8KU

へと上昇 し,2日 後の再検 にて それ ぞれ76.1KU,70.2

KUと 下降傾 向にあ った。本例は投与前 よ り肝機能障害

を有 していたが,本 剤中止後よ り改善傾向にあったため,

本剤 と関係あ るか もしれない と思われた。症例7に おい

てはGOTが19.6KUか ら42,5KUへ と軽度上昇 し,
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Table 4. Bacteriological response to 7432-S in complicated UTI

*Persisted: regardless of bacterial count

Table 5. Strains * appearing after 7432-S treatment in

comnlicated UTI

*regardless of bacterial count
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Table 6. Relation between MIC and bacteriological response in 7432-S treatment

No. of strains eradicated/No. of strains isolated

本剤と関係あるか もしれない と思われ た。症例8で は貧

血の増悪を認めたが基礎疾 患である前立腺癌によるもの

であり,本 剤 とは関係ない と考 え られ た。症例12で は,

白血球増多を認めたが腎孟 腎炎 の増悪 によ るもので,本

剤との関係は認めない(Table 7)。

III. 考 察

7432-Sは 広 範 囲 の グ ラム 陰 性 菌 お よ び,一 部 の グ ラ

ム 陽性 菌 に対 し,抗 菌 スペ ク トル を有 し,特 に, E.celi,

Klebsiella sp., Proteus sp., H.influeuzae, Neisseria

gonorrhoeaeに 極 めて強 い抗菌 力 を有 し, Enterobacter

sp., Citrobacter sp., Serratta sp., Pseudomonas

cepacia, Branhamella Catarrhalis, Streptoroccus

pyogenesに 対 す る抗 菌 力 も強 い と さ れ て い る。 また,
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血中お よび尿中濃度 も高 く,本 剤100mg,空 腹時1回

経口投与時 の血 漿でのCmaxは4.1μg/ml,平 均T1/2

は1,8時 間,24時 閻まで の尿 中回収率 は67.6～74.1%

と良好である韮).

このよ うな特徴 を有す る本剤は尿路感染症に対 して有

用な薬剤 とな り得 ることが示唆され,今 回,慢 性複雑性

尿略感染症に対 する有用性について検肘 した。鯰合臨床

効 果は,UTI薬 効評 価基準 に もとつ く判定 で は,著 効

4.8%,有 効38.1%,無 効57.1%で,総 合有効率は42.9

%で あ り,主 治 医判定ではt著 効4,8%,有 効52,4%,

無 効42.9%で,鯰 合有効率は57.1%で あ った。 全国集

計1)の 紲合有効率56,9%と 比較す るとUTI判 定ではや

や低 い有効率であ ったが,当 科で検討 を行な った同様の

経 ロセフ ェム剤 であるT-25883)で の複雑性尿路 感染症

の有効率 は40%で あ り,対 象 は異 な るものの,や や良

い成績で あった。疾患病態群別にみると複数菌感染症 が

約半数を 占めてお り,そ の有効率 は18.2%と 低 い値 で

あ ったことが全体の有効率 を下げた原因とな ったと考え

られ る。一方,第3群 および第4群 の単独菌感染症では,

有効率はそれぞれ100%,60.7%と 良好な成績であ った。

細菌学 的効果 は,本 剤が ほとん ど感受性 を示 さない と

され るEnterecocciやStaphylococciを 除 き,他 の グ

ラム陰 性 菌 に対 して は高 い除 菌率 を 示 し,特 に,S

mareeseensのMICは1.56μg/mlで,か つ,80%の

除菌率 を示 した ことは注目され る。投与後出現菌におい

て も本剤の抗菌スペ ク トルを良 く反映 し,グ ラム陽性醢

が多 くを占めた。以上の ことか ら本剤は,グ ラム陰性菌

を起炎薗とす る軽症,ま たは中等症の慢性複雑性尿路感

染症に対 して効果を期待出来 る薬剤であろうと考えられ

る。

また,副 作用は,全 例 において自他覚的異常は認めら

れなか ったが。臨床検査値において本荊 と関係あるかも

しれないと考え られた ものは3例 で,い ずれ もGOTま

たはGPTの 上昇 した例 であった。全国集計ではGOT

異常2.31%,GPT異 常2.59%と 少な く,本 例によるこ

れ らの上昇 は軽度 で,か つ,一 遇性 であ ったことより

GOT,GPT値 の変動には注意を要する ものの特に問題

とな るもので はない と考え られ る。
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CLINICAL STUDIES ON 7432-S IN CHRONIC 
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We administered 7432-S, a new orally absorbable cephalosporin, to 21 patients with 
chronic complicated urinary tract infection, and evaluated its clinical efficacy, usefulness and 
safety. 

The following results were obtained. 
1) 7432-S was clinically evaluated as excellent in 1 case, moderate in 8 cases and poor in 

12 cases, the efficacy rate being 42.9%. 
2) Bacteriologically, 29 of 36 strains (80.6%) were eradicated. 
3) No clinical adverse reaction was observed in any of the cases. As for laboratory 

findings, slight and temporal elevation of GOT and or GPT were noted in 3 cases.


